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日本の X 線天文衛星「あすか」で 3 つの複合型超新星残骸 W44、 CTB1 、 HB-3 の観測を行った。複合型超新星残
骸とは、電波で、シェル型で、 X線では中心集中型の形状を示す超新星残骸である。W44 に関しては、温度 0.50~g沼 keV、
星間吸収(2.33~g琵) X 1022 cm-2、重元素存在比率が太陽組成に対して、Mg で 0.63~gJ~ 、 Si で 0.77~gJ~ 、 S で 0.45~g:n
の値を示し、光学的に薄い熱的放射である事がわかった。 CTB1 の温度は約 0.9 keV で、 HB-3 の温度は約 0.4 keV 
で、これらも光学的に薄い熱的放射で、あった。
さらに、空間分解した X 線分光をおこなったところ、 W44 に関しては Mg、 Si、 S について中心部ほど重元素存在
比率が高い事がわかった。それらは、中心部が 10 分角離れた周辺部に対して約 3倍の存在比率を持つ事がわかった。
Ne、Ar、 Fe に関しては統計誤差から、一定値であるとしても、中心部が 10 分角離れた周辺部より 3倍としても矛
盾しない事がわかった。 CTB1 と HB-3 は、 Mg に関して、中心部に周辺部より高い重元素存在比率がある領域があ
る事がわかった。
複合型超新星残骸の生成過程として、 White & Long model と Radiative shock model を考察した。両方のモデル
は電波でシェル型だ、が、 X線で中心集中型になり得る事を説明できる。中心部に重元素が多い事は、 Radiative shock 
model では、前駆星の放出物質である ejecta が中心に残っている事で説明できる。 White & Long model では、新
たにダストの蒸発が起こっていると仮定すると中心部の重元素を説明できる。今回新たに、複合型超新星残骸の中心
部に重元素が多い事が分かつたが、今回の観測で特定できなかった、 Ne 、 Ar などの不活性元素の集中がみられるか
どうかが今後の観測で分かれば、ダストは不活性元素を吸着していない事から、両者のモデルの相違がわかるo
論文審査の結果の要旨
申請者の研究は、代表的な複合型超新星残骸 W44、 CTB1 、 HB-3 に関して、空間分解したX線スベクトル観測を
行ったものである。結果として高温ガス中に含まれる重元素組成比が中心部で高いことが明らかになった。申請者は
この結果と数値計算を組み合わせ、複合型超新星残骸の起源を説明するこつのモデル、分子雲蒸発モデルと放射衝撃
波モデルの当否を比較検討した。以上の研究は独創的であり、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認
める。
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